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第 2 章は代表的な化合物である BaTi0 3について、その出発原料ならびにふんい気が固体反応およ
び焼結現象に及ぼす影響を検討した結果を述べており、 Ti0 2 としてはアナターゼ形よりもルチル形の
方が焼結特性がよいこと、高温N 2力、、スふんい気中では酸素欠陥を起し易いことなどを明らかにしてい
る。




あげ、 BaZr03 と CS 2 との反応によってBaZrS3の単相かつ均ーな焼結体を得る条件を求めている。














を検討し、回 j容体化合物についてはその固溶範囲などを求めている。その結果、 BaTi0 3については
出発物質のTi0 2はルチル形がよいことを見出しBaPb0 3については酸素分圧の役割を明らかにし、 B
aZrS3については CS 2 と BaC0 3 との生成反応によって一挙に焼結体をつくり得ることを見出すなど、
多くの新じい知見を得ている。これらの知見は現在までつくられただけでも一千種におよぶベロブス
カイト形化合物一般の固体化学的研究に広く適用できるものであり、またこの研究によって実用的な
焼結体を得ることにも成功している。このように本論文は固体化学ならぴに電気材料の分野に寄与す
るところが大きく、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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